
地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床の機能分化・連携支援事業）について
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＜目的＞

地域医療構想の達成のため，地域において不足している病床の機能への転換のた
めの整備費用等を助成する。

＜補助対象＞

１ 地域医療介護総合確保基金事業補助金（病床の機能分化・連携支援事業）
概要

対象経費内容

・ 施設整備（新築，増改築，改修に
要する工事費又は工事請負費）

・ 設備整備（医療機器等の備品購入
費）

急性期機能病棟又は慢性期機能病棟から
回復期機能病棟に病床の機能を転換する
に当たり，施設・設備の整備に要する経費

１

高度急性期機能病棟を新たに整備し，又
はそれらの機能を維持するために必要な
施設・設備を整備するために要する経費

２

・ 不要となる病棟（室）を他の用途に
変更するために要する施設整備 等

急性期機能病棟並びに慢性期機能病棟を
削減するために要する経費（事業縮小）
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＜補助金の交付条件＞

補助事業の実施に当たっては，あらかじめ補助事業者が属する構想区域に設置

される「地域医療構想調整会議」において意見を徴する必要がある。

（参照）

６～10ページ 令和７年度地域医療介護総合確保基金事業補助金概要（県保健医療福祉課資料）

＜今後のスケジュール＞

１ 地域医療介護総合確保基金事業補助金（病床の機能分化・連携支援事業）
概要

南薩保健医療圏地域医療構想調整会議で協議２月10日（火）

南薩保健医療圏地域医療構想調整会議としての意見を県担当課
へ提出

調整会議後

県担当課から医療機関への補助金内示

活用希望医療機関による補助金交付申請，県による交付決定内示後 3

２ 令和７年度の活用希望について（二次募集）

＜医療機関名＞

独立行政法人国立病院機構 指宿医療センター

＜事業内容＞

ハイケアユニット機能維持のため，４床のうち，老朽化が目立つ３床について

医療機器（ベッドサイドモニター等）の更新を行う。

＜補助金額（対象経費の支出額）＞

5,758千円（11,517千円）

• ４・５ページ 事業計画概要
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３ 南薩保健医療圏地域医療構想調整会議意見 事務局案

指宿医療センターの補助金活用希望については，南薩保健医療圏における
高度急性期機能の維持に必要な整備であることから，「妥当」とする。
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１　医療機関の概要

２　事業の概要

当該病棟の入院基本料・特定入院料の適用

当該病棟の病床機能報告

増減 0 0 0 0 0

4
機能転換後（令和８年７月） 4 0 0 0 4

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計
機能転換前（令和６年７月） 4 0 0 0

施工面積 0 ㎡

機能転換前 ハイケアユニット入院医療管理料１

機能転換後
同上（変更なし）
【届出予定時期】 令和　年　月

事業内容 病床の機能分化・連携支援事業

事業目的・目標
病床の機能分化・連携支援事業の一環として、ハイケアユニット機能維持
の為、４床のうち、老朽化が目立つ３床について医療機器の更新を行う

機能転換する病床数 　　0床　（　　　期 →　　　期）　

事業区分
①施設整備（ 新築 ・ 増築 ・ 改築 ・ 改修　） 　②設備整備
③事業縮小（　用途変更 ・ 特別損失 ・ 早期退職　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○で囲む）

実施予定期間 令和８年２月～３月 供用開始予定 令和8年3月

0 計 154

事業対象病棟名 HCU（４床）

病床機能報告
(令和６年7月)

高度
急性期 4 急性期 150 回復期

一般 195 療養 0 精神 0 結核

0 慢性期

令和７年度　鹿児島県地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床の機能分化・連携支援事業）の事業計画概要

医療機関名 独立行政法人国立病院機構指宿医療センター 開設者名 独立行政法人国立病院機構

医療機関住所・所在地 鹿児島県指宿市十二町4145番地 構想区域 南薩保険医療圏

0 感染症 4 計 199
各種指定状況

診療科目
内科・循環器内科・消化器内科・小児科・産婦人科・泌尿器科・腎臓内科・眼科・外科・呼吸器内科・整形外科
・呼吸器外科・小児外科・神経内科・リハビリテーション科・脳神経外科・放射線科

許可病床数
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委員のみ配布
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